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元
弘
三
年
六
月
五
日
後
醍
醐
天
皇
は
隠
岐
よ
り
帰
京
、
改
め
て
朝
政
を
見
ら
れ
た
。

八
月
五
日
に
は
中
興
政
治
に
大
功
あ

っ
た
も

の
に
対
し
て
、
論
功
行
賞
が
あ

っ
た
。

隠
岐
潜
幸
中
、
在
京
都

で
あ

っ
た
光
厳
天
皇
は
廃
位
さ
れ
た
の
で
、
持
明
院
統

の
朝
政
は
こ
こ
に
消
え
た
。
鎌
倉
の
執
権
北
条
高
時

は
新

田
義
貞
に
殺
さ
れ
て
、
幕
政

も
消
滅
し
た
。

政
界

の
大
変
乱
で
あ
り
、
大
変
革

で
あ

っ
た
。

そ
の
と
き
天
下
の
有
力
者
は
、
ど
の
よ
う
に
去
就
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
天
下

の
資
本
家
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
既
得
の
権
利
と
財
力
と
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
か
。

こ
う
し
た
大
動
乱
に
際
し
て
、
事
実
上
の
有
力
者

で
あ
り
、
資
本
家
で
あ
り
、
国
民
精
神
の
中
軸

で
あ

っ
た
大
社
大
寺
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
、
対
処
し
た
で
あ
ろ

う
か
。

建
武
中
興
は
、
全
く
天
下
を
覆
す
よ
う
な
大
変
動

で
あ
る
。

そ
れ
に
際
会
し
た
既
成
階
級
は
、
ど
う
し
て
自
分
ら
の
地
位
を
保
持
し
よ
う
と
努
め
た
か
。

そ
れ
が
知
り
た
い
。

二

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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大
正
六
年
頃
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
故
三
浦
周
行
先
生

の
お
供
を
し
て
、
東
大
寺
文
書
を
採
訪
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
長

い
間
、
箱
底
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま

の
東
大
寺
文

書

一
万
通
に
近

い
も
の
が
、
こ
の
時
、
世
の
中
に
出
て
き
た
。

そ
れ
が
機
縁
と
な

っ
て
、

そ
の
全
部
を
整
理
す
べ
く
京
都
大
学
国
史
研
究
室
に
借
用
し
、
二
十
年

に
近
い
年
月
を
か
け
て
、
す

べ
て
を
影
写
す
る
と
共
に
、

一
通

一
通

に
整
理
番
号
を
打

っ
て
、
東
大
寺
に
返
納
し
て
お
い
た
。

影
写
本

の
校
正
を
引
受
け
た
私

の
任
務
は
、
硬

い
も
の
で
あ

っ
た
。

日
夜
旦
暮
を
、
そ
の
校
正
に
費
し
た
。

そ
の
時

に
私
は
惟
う
た
。

こ
の

一
万
通

の
古
文
書
は
無
尽

蔵

の
宝
庫

で
あ
り
、

こ
の
中
か
ら
、
ど

の
位
、
多
岐
多
様
の
珠
玉
が
、
発
掘
さ
れ
る
か
、
計
り
知
る

べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
の

一
々
の
、
宝

の
山
の
階
段
を
、

毎
日
毎
日
、

一
段

一
段
を
登

っ
て
行
く
私

の
倖
せ
さ
と
、
も
し
、
私
が
こ
こ
で
私
慾
を
出
し
て
、

こ
の
古
文
書
中
、
私

の
研
究
に
益
す
る
で
あ
ろ
う
も

の
を
、

ノ
ー
ト
し

始
め
た
な
ら
ば
、
そ
れ

こ
そ
無
限
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、
東
大
寺
文
書

の
影
写
本
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
文
字
通
り
百
年
河
清
を
待
つ
よ
う
な
こ
と
に
な

ろ
う
、
だ
か
ら
、
私

の
た
め

の
史
料
抄
漁
は
厳
禁
し
て
、

一
向

に
、
校
正

の
朱
筆
を
執
る
こ
と
に
し
よ
う
と
、
決
心
し
て
か
か

っ
た
。

い
ま
に
な

っ
て
思
う
と
、
そ
の
様
な
、
柄

に
も
な
い
殊
勝
な
心
を
出
さ
な

い
で
、
見
る
も

の
、
触
れ
る
も

の
、
す

べ
て
ノ
ー
ト
し
て
お
い
た
な
ら
ば
、

い
く
ら
で
も
、

勝
れ
た
研
究
が
出
せ
た
の
で
あ
ろ
う
に
。
惜
し
い
こ
と
を
し
て
し
ま

っ
た
と
、
悔
恨

の
念
に
燃
え
る
も

の
が
あ
る
。

そ
の
中
に
あ

っ
て
、
次

の

一
通
だ
け
は
、
是
が
非
で
も
書
き
留
め
る
べ
き
だ
と
、
折
角
立

て
た
自
戒
を
破

っ
て
ノ
ー
ト
し
て
お
い
た
も

の
で
あ
る
。

一2-・

「
寺
訴
條

々
次
第
事
」
と
端
裏
書
が
あ

っ
て
、
元
弘
三
年
八
月
日
の
寺
訴
條

々
事
書
の
案
文

で
あ
る
。
強
柔
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
質

の
粗
な
る
杉
原
紙
⊥ハ
枚
を
、
続
紙

に
し
て
書

い
た
も

の
で
、
達
筆

の
文
字
で
あ
る
。
殆
ん
ど
全
部
に
亘

っ
て
削
除
加
筆
さ
れ
て
お
る
。

そ
れ
は
文
脈
を
佳
麗
な
ら
し
め
る
よ
う
に
す
る
努
力
と
、
願
意
を
強

く
相
手
の
心
に
植
え
つ
け
る
よ
う
な
文
章
を
編
み
出
す
こ
と

の
苦
心
と
を
、
想
見
し
得
る
も

の
で
あ

っ
た
。
寺
家
当
局
者

の
細
心
の
態
度
と
、
そ
の
全
力
を
傾
け
て
、
寺

の
願
意
を
達
せ
ん
と
し
て
お
る
真
面
目
さ
と
の
、
溢
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は

一
面
、
後
醍
醐
天
皇
新
政
府

の
改
新

の
大
き
さ
に
、
魂
胆
を
奪
わ
れ
た
寺
家

の
狼
狽
と
、
新
政
府

の
方
針
未
定

の
間
に
、

一
刻
も
早
く
、
寺
家

の
立
場
を
申
告

し
て
、
も
し
新
ら
し
い
立
法
で
も
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
以
前
に
、
寺

々
に
は
旧
慣
あ
る
こ
と
を
立
法
者
に
知
ら
し
め
て
お
こ
う
、
と
い
う
、
高
度
な
政
治
思
想
が
、



底
流
れ
て
お
る
も
の
で
あ
る
や
に
、
思
え
た
の
で
あ

っ
た
。

天
下
革
新

に
際
し
て
、
旧
族
は
、
如
何
に
処
す
べ
き
や
の
好
標
本
で
あ
る
。

こ
れ
位
に
、
面
白

い
政
治
と
い
う
も

の
の
技
術
は
、
他

で
は
あ
ま
り
睨
く
事
は
出
来
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
も

の
で
あ

っ
た
。

全

文
七
條

の
項
目
を
、
列
挙
し
て
お
る
超
長
文
で
あ
る
。
本
文
通
り
に
全
文
を
そ
の
ま
ま
に
連
続
し
て
引
用
し
て
も
、
煩
わ
し
さ
を
加
え
る
だ
け

で
あ
る
か
ら
、

こ
こ

で
は
便
宜
上
、

一
項

目
毎
に
切
り
離
し

て
、
解
説
を
加
え
て
ゆ
く

こ
と
と
し
よ
う
。

四

「
東
大
寺
申
、
寺
訴
條

々
篇
目
並
勅
答
趣
、
重
可
経
御
奏
聞
次
第
事
」

と

い
う
書
出
し
で
、

そ
の
第

一
項
は

一
、

一
万
町
水

田
五
千
戸
御
封
、
任
本

願
之
叡
慮
、
可
有
興
行
之
旨
、
自
笠
置
寺
被

下
患
慰
之

御
願
書
之
間
、
奉
祈
聖
運
之
條
、
無
子
細
之
上
者
、
公
心
可
被
経
御
沙
汰

之
旨
、
所
経

奏
聞
也
。
但
天
平

勅
施
入
之
儀
、
或
五
町
或
十
町
被
分
配
諸
国
之
間
、
中
古
以
来
大
略
皆
倒
失
、
其
跡
殆
如
無
。
於
今
度
者
、
就
国
郡
庄
薗
等
、
各

以

一
円
之
地
、
被
施
入
之
、
計
惣
田
数
被
満

一
万
町
者
、
不
可
有
未
来
之
窄
篭
之
旨
申
之
。

勅
答
之
趣
、
追
可
有
御
沙
汰
、
云

々
。

就
之
、
重
申
云
。
凡

一
万
町
水

田
等
者
、
天
平

勅
施
入
之
條
、
金
銅
銘
文
分
明
也
、
以
代

々
之
国
主
為
吾
芋
之
壇
越
者
、
同

勅
誓
之
厳
旨
也
。
然
間
、
當
寺
朝
夕

之
行
果
、
莫
非
国
家
安
全
之
誠
祈
。
情
案
。
大
佛
八
幡
之
本
誓

〔
被
廻
〕
偏
在

天
下

安
泰
之
聖
慮

〔
之
外
、
不
交

他
事
候
〕
歎
。
随
而

聖
運

口
開
、
御
願
既
満
之

庭
、

〔
上
者
、
政
務
遵
行
之
最
初
、
依
此
御
沙
汰
、
可
被
閣
他
事
歎
之
由
、
偏
慮
之
所
及
也
。
依
〕
被
賞
他
事
、
被
閣
此
事

〔
追
可
有
御
沙
汰
〕
之
條
、
更
不
測
之
次

第
也
。
而
如
承
及
者
、
自
最
初
笠
置
寺
以
来

〔始
自
笠
置
寺
広
至
諸
国
七
道
勇
士
等
〕
専
就
合
戦
之
前
後
、
可
有
次
第
之
恩
賞
云
々
。

〔
事
若
実
者
、
此
等
之
蓋
期
、

後
日
有
何

日
哉
〕
。
諸
国
能
届
之
地
、
依
勇
士
等
所
望
、
宛
賜
之
者
、
可
被
寄
附
之
地
、
有
何
所
歎
。
愁
吟
之
至
、
可
足

上
察
哉
。

(
こ
の
読
み
本
)

一
、

一
万
町
の
水
田
、
五
千
戸
の
御
封
、
本
願
の
叡
慮
に
任
せ
、
興
業
あ
る
べ
き
の
旨
、
笠
置
寺
よ
り
磐
慧
の
御
願
書
を
下
さ
る
る
の
間
、
聖
運
を
祈
り
奉
る
の
条
、
子
細
な
き
の
上
は
、
公
心ぎ

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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御
沙
汰
を
経
ら
る
べ
き
の
旨
、
奏
聞
を
経
る
所
な
り
。
但
し
、
天
平
勅
施
入
の
儀
は
、
或
は
五
町
或
は
十
町
、
諸
国
に
分
配
せ
ら
る
る
の
間
、
中
古
以
来
、
大
略
、
皆
、
倒
失
し
、
其
の
跡
、

殆
ん
ど
無
き
が
如
し
。
今
度
に
於
い
て
は
、
国
郡
庄
園
等
に
就

い
て
、
各
、

一
円
の
地
を
以

っ
て
、
施
入
せ
ら
れ
、
計
総
し
て
田
数

一
万
町
に
満
た
さ
る
れ
ば
、
未
来
の
牢
篭
は
あ
る
べ
か
ら

ざ
る
の
旨
、
之
を
申
す
。

勅
答
の
趣
。
追
て
御
沙
汰
あ
る
べ
し
、
云
々
。

之
に
就
い
て
、
重
ね
て
申
し
て
日
く
。
凡
そ

一
万
町
の
水
田
等

は
、
天
平
勅
施
入
の
条
、
金
銅
の
銘
文
に
分
明
な
り
。
代
々
の
国
守
を
以

っ
て
、
吾
が
寺

の
壇
越
と
な
す
は
、
同
じ
く
勅
誓
の

厳
旨
な
り
。
然
る
間
、
当
寺
朝
夕
の
行
果
は
、
国
家
安
全
の
誠
祈
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
情
か
に
案
ず
る
に
、
大
仏
八
幡

の
本
誓
は
、
偏
え
に
天
下
安
泰

の
聖
慮
を

〔廻
ら
さ
る
る
の
外
、
他
事

を
交
え
ず
候
〕
歎
。
随
て
、
聖
運
口
開
、
御
願
既
満
の
処

〔
上
は
政
務
遵
行
の
最
初
、
此

の
御
沙
汰

に
よ
り
、
他
事
を
閣
か
る
べ
き
か
の
由
、
偏
慮
の
及
ぶ
所
な
り
〕
他
事
を
賞
せ
ら
る
る
に

〔依
り
〕
此
事
を
閣
か
れ

〔
追
て
御
沙
汰
あ
る
べ
き
〕
の
条
、
更

に
不
測
の
次
第
な
り
。
而
し
て
承
り
及
ぶ
が
如
く
ん
ば
、
最
初
笠
置
山
よ
り
以
来

〔笠
置
山

よ
り

始

め
、
広
く

諸
国
七
道

勇
士
等
に
至
り
〕
専
ら
、
合
戦
の
前
後
に
就
い
て
、
次
第
恩
賞
あ

る
べ
し
と
云
々
、

〔事
、
若
し
実
た
ら
ば
、
此
等
の
尽
く
る
期
、
後
日
、
何
日
か
あ
ら
ん
や
〕
諸
国
能
届
の
地
、
勇
士
等
の

所
望
に
依
り
、
宛
て
賜
う
れ
ば
、
寄
附
せ
ら
る
る
の
地
、
何
所

に
か
有
ら
ん
か
。
愁
吟
の
至
、
上
察

に
足
る
べ
き
か
。

以
上
が
第

一
項

で
あ
る
。
奏
上
し
た
日
附
を
欠
く
の
で
、
本
文
書

の
面
白
さ
に

一
点

の

マ
イ
ナ

ス
が
つ
く
が
、
も
し
、
こ
の
文
書
が
出
さ
れ
た
の
は
、
何

日
で
あ
ろ
う

か
を
、
何
と
か
し
て
見
定
め
得
る
と
す
る
と
、
こ
の
内
容
が
、

一
層
に
生
き
生
き
と
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

元
弘
三
年
六
月
十

五
日
の
宣
旨
に
従

っ
て
、
寺
家
は
、
わ
が
意
を
得
た
り
と
第

一
回
の
奏
上
を
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
勅

答
が
あ

っ
て
、
追

っ
て
沙
汰
す

べ
し
と
の
事

で
あ

っ
た
か
ら
、
し
ば
ら
く
様
子
を
み
て
お
る
と
、
八
月
六
日
か
ら
勤
皇
諸
将

へ
の
恩
賞
が
あ
り
、
寺
家

の
申
状
は
ど
う
や

ら
後
廻
し
に
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
寺
家
で
は
周
章
し
て
、
第
二
回
の
奏
状
を
上

っ
た
も

の
が

こ
れ
で
な
か
ろ
う
か
。
八
月

の
二
十
日
頃

の
提
出

で
は
な
か

っ
た
か
。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
第

一
回
は
六
月
の
下
旬
に
は
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
家

の
敏
捷
な
る
行
動

に
は
、

一
応

の
敬
意
を
払
う
。

さ
て
、
そ
の
申
状

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
摘
記
し
て
み
る
と
、

i

聖
武
天
皇
御
創
立
の
時
、
東
大
寺
の
寺
領
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
も

の
は
、
水
田

一
万
町
と
封
戸
五
千
と
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
天
平
施
入
の
時

は
、
甲
地
で
五
町
、

乙
地

で
十
町
と
い
う
具
合

の
施
入
で
あ

っ
て
、
諸
国
に
小
分
さ
れ
た
寺
領
で
あ

っ
た
か
ら
、
忽
ち
に
分
散
浸
蝕
さ
れ
て
、
殆
ん
ど
跡
形
も
な
い
現
状

で
あ
る
。
と

こ
ろ
が

笠
置
山
行
幸
の
と
き
、
本
寺
か
ら
、
本
願
聖
武
天
皇

の
叡
慮
に
任
せ
て
興
行

の
御
沙
汰
あ
ら
ば
、
と
申
出
た
る
と
こ
ろ
、
盤
惣
の
御
書
を
笠
置
山
か
ら
下
さ
れ
て
、
東
大

寺
は
よ
ろ
し
く
聖
運
を
祈
り
奉
る
べ
き
由
の
御
沙
汰

で
あ

っ
た
か
ら
、
今
回
は
公
家

一
統

の
世
の
中
に
な

っ
た
の
で
、
ど
う
か
国
郡
荘
園
等
を

一
円
の
土
地
で
ま
と
め
て

下
さ
れ
、

一
万
町
に
満

つ
る
よ
う
に
、
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
申
出
た
。

一4-一 ・



1

そ
れ

に
対
す

る
勅

答

は
、

「
追

っ
て
沙
汰
あ

る

べ
し
」

と

の
事

で
あ

っ
た
。

そ
れ
に
就

い
て
、
重
ね
て
申
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
。
凡
そ

一
万
町
の
水

田
と
い
う

の
は
、
代

々
の
帝
王
が
寺

の
大
壇
越

で
あ
る
が
た
め

の
も
の
で
、
従

っ
て
当
寺
朝

夕
の
勤
行
は
、
国
家
安
全

の
祈
念
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
情
か
に
案
ず
る
に
、
大
仏
並
び
に
八
幡
宮
の
本
誓
は
、
偏
え
に
天
下
泰
平
を
祈
る
の
み
で
、

一
切

の
他
事
を

交
え
て
い
な
い
。
自
然
、
聖
運

の
宏
遠
は
政
務

の
第

一
に
、
他
事
を
さ
し
お
い
て
も
、

此
の
御
沙
汰
を
下
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
存
ず
る
の
に

「
追
て
沙
汰
あ
る

べ
し
」
と

の
仰
せ
で
あ

っ
た
と
は
、
全

く
不
測
の
次
第
で
あ
る
。
ひ
そ
か
に
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
笠
置
寺

の
事
変
以
来
、
広
く
五
畿
七
道
の
勇
士
に
対
し
て
、
勤
皇

の
事
実

の
前
後

に
就

い
て
御
調
査
あ
り
、
す

べ
て
の
将
士
に
対
し
て
そ
の
勤
皇
挙
兵
前
後

の
順
序

の
ま
ま
、
次
第
の
恩
賞
が
あ
る
と
承
る
。
も
し
そ
れ
が
真
実
な
ら
ば
、
諸
将

の
順
列

の

尽
く
る
期
あ
る

べ
か
ら
ざ
る
上
に
、
諸
国
勇
士

の
所
望
に
従

っ
て
、
土
地

の
恩
賞
あ
り

と
す
れ
ば
、
当
寺
に
寄
進
さ
れ
る

べ
き
土
地
が
、
も
う
残
ら
な
く
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
、
愁
吟
の
至
、
上
察
を
希
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

五

第
二
項

一
、
朝
敵
之
滅
亡
自
初
至
終
、
莫
不
依
當
寺
當
社
之
霊
効
、
自
北
域
遷
南
都
御
叡
念
之

趣
、
仰
而
可
知
。
御
願
書
之
趣
、
誰
又
不
仰
信
哉
。
然
則
佛
神
掲
焉
之
御
験

〔
忽

彰
〕
凶
族
弥
滅
亡
之
奇
特
、
偏
是
冥
慮
所
作
也
、
曽
非
人
力
之
所
章
哉
、

〔
感
歎
尤
深
〕
然
者
惹
可
被
行
恩
賞
於
寺
社
之
旨
、
申
之
。

勅
答
之
趣
、
以
同
前
　
。

(裏
面
在
符
箋
)

〔
凡
寺
家
之
旧
領
者
、
多
武
峰
之
押
領
也
、
先
被
宛
行
官
軍
之
恩
賞
之
後
、
被
聞

召
寺
門
理
訴
之
條
、
寧
非
御
沙
汰
之
煩
哉
〕

重
可
申
之
趣
、
又
以
同
前
　
。
凡
見
聞

〔
今
度
〕
朝
敵
滅
亡
之
次
第
、
匪
蕾

〔
独
〕
勇
士
之
抽
軍
忠
、
専
在
佛
天
之
加
冥
力
者
歎
。
然
者

〔
偏
〕
若
依
人
倫
恩
賞
之
沙

汰
、
被
閣
冥
助
報
賓
之
礼
儀
之
條
、

〔
為
神
〕
為
寺
社
不
可
不
愁
、
為
佛
為
神
、
不
可
不
行
者
哉
、
仰

〔
當
社
〕
宗
席
御
事
者
、
不
能
始
而
啓
、
舎

那
三
尊
之
妙
体
、

去
天
平
草
創
之
古
、
以
天
照
大
神
之
御
本
地
、
可
奉
顕
干
當
寺
之
本
佛
之
旨
、
依
叡

願
、
行
基
菩
薩
左
大
弁
諸
兄
卿
等
、
為

勅
使
被
伺
申
神
慮
、
依
神
詫
、
則
被
奉

顕
盧
舎
那
佛
観
音
虚
空
蔵
之

三
尊
、
是
天
照
大
神
小
屋
根
太

〔
玉
三
神
之
御
本
地
也

、
委
細
見
旧
記
〕
云
鎭
護
之
霊
神
、
云
伽
藍
之
本
佛
、
子
細
異
他
、
豊
無
尊
崇
哉

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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(
こ
の
辺
数
行
の
上
に
付
箋
あ
り
)

「
抑
、
於
當

社
大
菩

薩
者

、
百
王

之
宗

席
、
八
宗
之

鎭
将

、
不

能
始
而

啓
　
、

至
伽
藍
本
尊

者

〔
濫
膓

〕

異
他

子
細
超
飴

、
天

平
之

昔
、

草
創
之

古
、
勅

使
橘

右
丞
相

與

知
識
行

基
菩
薩
、

被

奉
仰
冥
助

於
伊

勢
大
神

宮
之

庭

、

行
基

懇
誠
之
時

、
真

如

日
輪
之

唱
、
新
受

神

詫

、
勅

使
帰

参
之

日
、

鷹
舎

那

佛
之

告
、

親
達
叡

聞
、

因
藪

顕

本

口
口
祖

之
内

証
、
被

安
惣
国
分

寺
之
本

佛
之

間
、
然

者

早

且
被
定

冥
顕
前
後
之

次

第
、
且
依
寺

社
霊

効
之

異
他
、
先

被
行
當
寺

當
社
之

恩
賞
、

欲
被
休

一
寺

一
揆
之

誕

吟
　
。(読

み
本
を
、
次
に
収
め
る
)

一
、
朝
敵
の
滅
亡
、
初
め
よ
り
終
に
至
り
、
当
寺
当
社
の
霊
効
に
依

ら
ざ
る
は
莫
し
。
北
域
よ
り
南
都
に
遷
る
御
叡
念
の
趣
、
仰
い
で
知
る
べ
し
。
御
願
書
の
趣
、
誰
か
ま
た
仰
信
せ
ざ
ら
ん
や
。

然
ら
ば
則
ち
、
仏
神
掲
焉

の
御
願

〔忽
ち
に
〕
凶
族
い
よ
い
よ
滅
亡
の
奇
特
を

〔彰
わ
す
〕
、
偏
え
に
是
、
冥
慮
の
所
作

な
り
。
曽
て
人
力
の
章
ぶ
所
に
非
ざ
ら
ん
や
。
〔感
歓
、
尤
も
深
し
〕

然
ら
ば
、
公
心い
で
寺
社
に
恩
賞
を
行
わ
る
べ
き
の
旨
、
之
を
申
す
。

勅
答
の
趣
、
同
前
を
以
て
す
。

(裏
面
の
符
箋
)

〔
凡
そ
寺
家
の
旧
領
は
、
多
武
峰
の
押
領
す
る
と
こ
ろ
也
、
先
ず
官
軍
の
恩
賞
を
宛
て
行
わ
る
る
の
後
、
寺
門
の

理
訴
を
聞
召
さ
る
る
の
条
、
寧
ろ
御
沙
汰
の
煩
い
に
非
ざ
る
か
〕

重
ね
て
申
す
べ
き
の
趣
、
ま
た
以
て
同
前
な
り
。
凡
そ

〔今
度
の
〕
朝
敵
滅
亡
の
次
第
を
見
聞
す
る
に
、
蕾
に

〔独
り
〕
勇
士
の
軍
忠
を
抽
ず
る
に
非
ず
、
専
ら
、
仏
天
の
冥
力
を
加
う
る
に

在
る
者
か
。
然
ら
ば

〔
偏
え
に
〕
若
し
人
倫
恩
賞
の
沙
汰
に
依
り
て
冥
助
報
養
の
礼
儀
を
閣
か
る
る
の
条
、

〔
神
と
し
て
〕
寺
社
と
し
て
、
愁
え
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
仏
の
た
あ
、
神
の
た
め
、

行
わ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
か
。

〔当
社
〕
宗
席
の
御
事
を
仰
げ
ば
、
始
め
て
啓
す
る
能
わ
ず
、
舎
那
三
尊

の
妙
体
、
去
る
天
平
草
創
の
古
、
天
照
大
神
の
御
本
地
を
以

っ
て
、
当
寺
本
仏
を

顕
わ
し
奉
る
べ
き
の
旨
、
叡
願
に
依
り
、
行
基
菩
薩
左
大
弁
諸
兄
卿
等
、
勅
使
と
し
て
神
慮
を
伺
い
申
さ
れ
、
神
託
に
よ
り
、
盧
舎
那
仏
観
音
虚
空
蔵
の
三
尊
を
顕
わ
し
奉
る
。
是
、
天
照
大

神
、
小
屋
根
、
太

〔玉
、
三
神

の
御
本
地
な
り
、
委
細
は
旧
記
に
見
ゆ
〕
鎮
護
の
霊
神
と
い
い
、
伽
藍
の
本
仏
と
い
い
、
子
細
他
に
異
り
。
豊
、
尊
崇
な
か
ら
ん
や
。
抑
も
、
当
社
大
菩
薩
に

お
い
て
は
、
百
王
の
宗
席
、
八
宗
の
鎮
将
、
始
め
て
啓
す
る
能
わ
す
。
伽
藍
本
尊
に
至
り
て
は

〔濫
膓
〕
他
に
異
り
子
細
、
余
に
超
す
。
天
平
の
昔
、
草
創

の
古
、
勅
使
橘
右
丞
相
、
智
識
行

基
菩
薩
と
、
冥
助
を
伊
勢
大
神
宮
に
仰
ぎ
奉
ら
る
る
の
処
、
行
基
懇
誠
の
時
、
真
如
日
輪
の
唱
、
新
た
に
神
託
を
受
け
、
勅
使
帰
参
の
日
、
盧
舎
那
仏
の
告
、
親
し
く
叡
聞
に
達
す
。
薙
に
因

り
て
本
ロ
ロ
祖
の
内
証
を
顕
し
、
惣
国
分
寺
の
本
仏
を
安
ぜ
ら
る
る
の
間
、
然
ら
ば
、
早
く
、
且
う
は
冥
顕
前
後
の
次
第
を
定
め
ら
れ
、
且
う
は
寺
社
の
霊
効
は
他
に
異
る
に
依
り
、
先
ず
当

寺
当
社
の
恩
賞
を
行
わ
ん
、

一
寺

一
揆
の
愁
吟
を
休
め
ら
れ
ん
と
欲
す
。

こ
こ
で
は
、
朝
敵

(鎌
倉
幕
府
の
事
)
滅
亡
は
す

べ
て
当
寺

(東
大
寺
)
及
び
当
社

(八
幡
宮
)

の
神
助
に
よ
る
も

の
で
、
さ
き
に
京
都
よ
り
南
都
に
行
幸
に
な

っ
た

思
召
は
、

一
に
当
寺
当
社

の
冥
験
を
仰
が
ん
た
め
で
あ

っ
た
。
笠
置
山
よ
り

の
御
願
書

の
趣
き
を
、
衆
徒

一
同
は
信
頼
し
て
お
る
の
で
あ
る
。
凶
徒
滅
亡
の
奇
特
は
人
力

の
致
す
所
で
は
な
く
、
悉
く
神
仏
の
援
助
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
中
興
政
治
恩
賞

の
第

一
は
寺
社
に
向

っ
て
致
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
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と

こ
ろ
が
寺
領

の
多
く
は
、
既
に
武
家
に
押
領
さ
れ
て
お
る
に
拘
ら
ず
、
官
軍
勇
士

へ
の
恩
賞
を
さ
き
に
行
わ
れ
、
寺
門

の
方
は
蔑
ろ
に
さ
れ
て
お
る

の
は
、
甚
し
い

矛
盾
で
は
な
い
か
。

1

そ
れ
に
対
す
る
勅
答
は
、

こ
れ
ま
た
前
条
と
同
様

「
追
て
何
分

の
沙
汰
を
す
る
」

で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
再
び
筆
を
と

っ
て
、
重
ね
て
申
上
げ
た
。

日
く
。
朝
敵
滅
亡
は
勇
士
軍
忠
の
た
め
で
は
な
く
、
仏
天
冥
師
の
加
護
で
あ
り
、
従

っ
て
仏
神
に
対
す
る
報
賓
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
天
平
草
創

の
際
、
天
照
大
神
の
本

地
た
る
鷹
舎
那
仏
を
本
尊
と
せ
ん
と
の
叡
願
で
あ

っ
た
。
そ
の
両
脇
士
と
し
て
観
音
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
配
し
て
三
尊
仏
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
天
照
大
神
、
天
児
屋
根

命
、
太
玉
命

の
三
神
の
御
本
地
仏
で
あ
る
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
早
く
冥
顕
の
前
後
次
第
を
明
ら
か
に
致
し
、
他
に
異
る
当
寺
当
社

へ
の
恩
賞
を
行
わ
る

べ
き
で
あ
る
。

1

と

い
う
主

張

で
あ

る
。

こ
の

一
項
に
は
、
何

に
も
増
し
て
凝
視
す

べ
き
こ
と
が
あ

る
。

そ
れ
は
東
大
寺

が
、
従
前
な
ら
ば
、
何

の
関
係
も
な
い
は
ず
の
天
照
大
神
を
麗

々
し
く
抽
記
し
初
め
た

こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
添
え
て
天
児
屋
根
命
天
太
玉
命

の
三
柱
を
、
東
大
寺
大
仏
と
の
三
尊
に
配
置
せ
ん
と
す
る
意
図
を
見
せ
た
こ
と
で
あ

る
。

平
安
朝
末
期
ま
で
は
、
専
ら
神
仏
習
合
を
本
地
垂
迩
説

で
説
明
さ
れ
、
印
度
の
仏
を
本
地
と
し
、
日
本

の
神
を
下
位
と
し
て
解
釈
せ
ん
と
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
鎌
倉

時
代
の
中
頃
か
ら
は
、

日
本
中
心
精
神
が
急
に
拾
頭
し
、
殊
に
蒙
古
襲
来
以
来
、
神
祇
崇
拝
熱
が
著
し
き
勢
を
も

っ
て
思
想
界
に
現
わ
れ
初
め
、
本
地
垂
迩
の
反
対
で
、

日
本
を
高
し
と
し
、
印
度
を
低
し
と
す
る
反
本
地

の
思
想

に
な

っ
た
。

所
謂

"
神
道
"
が
起

っ
た
。
就
中
、
元
冠
に
対
す
る
伊
勢
神
風

の
神
威
は
、
す
さ
ま
じ
く
国
内
上

下
に
吹
き
亘

っ
た
。
例
え
ば
、
起
請
紙
を
用

い
た
誓
詞
の
中
に
で
も
、

そ
れ
ま
で
は

「
惣
じ
て
は
日
本
六
十
余
州
の
大
小
神
祇
、
殊
に
は
八
幡
大
菩
薩
…
…
」

と
あ

っ
た

も

の
が
、
文
永
弘
安
以
後

に
な
る
と
、

「
惣
じ
て
は
日
本
六
十
余
州
の
大
小
神
祇
、
殊
に
は
伊
勢
皇
太
神
を
初
め
奉
り
…
…
」
と
い
う
文
句
に
変

っ
て
、
伊
勢
大
神
を
、

民
間
信
仰

の
座
に
ま
で
引
き
お
ろ
し
初
め

た
こ
と
が
目
立

っ
て
来

る
。

こ
こ
に
も
、

そ
れ
が
著
し
く
現
わ
れ
、
東
大
寺
大
仏
よ
り
も
伊
勢
皇
大
神
宮
を
表
看
板
に
掲
げ
て

お
る
。
驚
き
入

っ
た
寺
家

の
賢
明
さ
で
あ
り
、
敬
服
す

べ
き
寺
家

の
厚
顔
さ
で
あ
る
。

こ
の
第
二
項

で
の
要
求
は
、
元
弘
建
武
中
興

の
恩
賞
が
、
社
寺
を
後
に
し
て
、
勤
皇
諸
士

へ
の
行
賞
を
さ
き
に
し
た
こ
と

に
対
す
る
不
平
不
満
を
、
強
調
し
て
お
る
こ

と
が
目
立

つ
。

今
日
か
ら
思
え
ば
、
社
寺

の
強
調
し
て
お
る
こ
と
は
、
少

々
思
い
上

っ
て
お
る
や
に
見
え
る
し
、
殊
に
寺
院
が
神
威
を
担
ぎ
出
し
た
と
こ
ろ
に
、
仏
光

の
影
う
す
れ
ゆ

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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く
か
に
思
え
て
、
同
情

の
念
を
贈
る
に
吝
か
で
な
い
が
、
六
百
年
の
昔
に
な

っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、

こ
の
辺
-

旧
勢
力

の
反
抗
1
か
ら
中
興
政
治
が
動
揺
す
る
の
で
は
な

い
か
と
、
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

六

第
三
項

一
、
兵
庫
嶋
料
米
置
石
者
、
去
延
慶
以
来
、
為
當
寺
八
幡
宮
十
箇
條
勅
願
之
料

所
、
永
代
御
寄
進
之
趣
、
度

々

院
宣

論
旨
等
分
明
也
。
而
依
土
民
等
之
掠
申
、
無
是

非
被
召
放
所
務
之
間
、
勅
願
忽
退
転
、
法
命
之
欲
絶
之
條
、
不
便
之
次
第
也
。
其
故
者
、
十
箇
條
勅
願
之
内
、
捧
顕
密
甚
深
之
法
味
、
奉
祈
聖
運
之
長
久
、
談
両
宗
至

極
之
奥
旨
、
挑
欲
清
之
恵
燈
之
間
、
佛
法
之
紹
隆
、
御
願
之
勤
仕
、
資
縁
偏
在
此
地
。
而
何
依
彼
所
之
人
民
之
愁
訴
、
可
被
閣
当
時
佛
法
之
衰
弊
哉
之
由
、
申
之
。

如
勅
答
者
、
勘
申
舛
米

一
年
中
員
数
者
、
可
被
付
代
所
、
云

々
。

上
之
、
今
度
被
停
止
諸
関
之
時
、
如
去
六
月
十
五
日
、
宣
旨
者
、
就
新
関
有
其
沙
汰
歎
。
彼
宣
旨
云
、
頃
年
以
降
在

々
所
々
、
或
号
津
料
関
米
、
或
称
率
分
駄
賃
、
租

税
多
費
、
転
漕
有
煩
、
事
背
旧
章
、
已
為
新
儀
、
宜
従
停
止
云

々
。
始
自
頃
年
以
降
之
文
章
、
終
至
已
為
新
儀
之
嚴
旨
、
非
古
関
停
止
之
條
、
頗
以
分
明
也
。
妥
兵
庫

関
者
、
天
平
年
中
行
基
菩
薩
之
所
建
立
、
蓋
是
嶋
泊
之
最
初
也
。
自
爾
以
降
、
貞
観
明
時
賢
和
大
徳
、
建
久
聖
代
重
源
和
尚
、
任
先
躍
而
含
修
築
之
詔
、
豊
将
来
而
蒙

興
隆
之
宣
。
抑
此

三
代
上
入
者
、
世
挙
仰
徳
行
、
人
皆
謂
権
化
、
専
補
當
寺
常
住
之
勧
進
、
難
成
土
木
之
功
、
応
為
當
関
旅
宿
之
知
識
、
屡
退
風
波
之
難
、
而
翻

〔
大

権
磐
惣
〕
累
祖
勤
厚
之
遠
慮
、
遂
及
延
慶
永
代
之

勅
施
、
由
緒
旧
而
五
百
余
廻
、
御
願
新
而
二
十
余
年
、
寺
家
専
所
執
申
之

子
細
、
在
干
斯
　
。
何
忽
可
及
違
変
之

御
沙
汰
哉
。

凡
勘

一
年
中
之
所
出
、
纏
不
過
三
千
余
貫
歎
、
錐
然
、
現
物
員
数
不
透
公
平
、
支
万
代
不
朽
之
御
願
、
毎
月
運
送
不
過
期
限
、
叶
長
時
不
退
之
寺
用
、
代

所
若
為
遼
遠
之
境
、
定
有
済
収
之
煩
歎
、
料
所
又
為
田
園
之
地
者
、
量
無
損
失
之
愁
哉
。
御
願
依
之
招
退
転
、
興
隆
又
為
之
令
閾
如
之
條
、
只
所
仰
天
察
也
。

(
こ
の
読
み
本
を
添
え
る
)

一
、
兵
庫
の
嶋
の
料
米
と
置
石
は
、
去
る
延
慶
以
来
、
当
寺
八
幡
宮
十
ケ
条
、
勅
願
の
料
所
と
し
て
、
永
代
御
寄
進
の
趣
、
度
々
の
院
宣
論
旨
等
、
分
明
な
り
。
而
し
て
土
民
等
掠
め
申
す
に
依

り
、
是
非
な
く
所
務
を
召
し
放
さ
る
る
の
間
、
勅
願
、
忽
ち
に
退
転
、
法
命
の
絶
え
ん
と
欲
す
る
の
条
、
不
便
の
次
第
な
り
。
其
の
故
は
、
十
ケ
条
勅
願
の
内
、
顕
密
甚
深
の
法
味
を
捧
げ
、

聖
運
の
長
久
を
祈
り
奉
ら
ん
。
両
宗
至
極
の
奥
旨
を
談
じ
、
欲
清
の
恵
燈
を
挑
ぐ
る
の
間
、
仏
法
の
紹
隆
、
御
願
の
勤
仕
、
資
縁
偏
え
に
此
地
に
あ
り
。
而
し
て
何
ぞ
彼
所
の
人
民
の
愁
訴
に

r.g



依
り
、
当
時
仏
法
の
衰
弊
を
閣
か
る
べ
け
ん
や
の
由
、
こ
れ
を
申
す
。

勅
答
の
如
く
ん
ば
、
舛
米

一
年
中

の
員
数
を
勘
申
せ
ば
、
代
所
を
付
せ
ら
る
べ
し
、
云
々
。

之
に
つ
い
て
、
今
度
、
諸
関
を
停
止
せ
ら
る
る
の
時
、
去
る
六
月
十
五
日
の
宣
旨
の
如
く
ん
ば
、
新
関

に
就
い
て
其
沙
汰
あ
る
か
。
彼
宣
旨

に
曰
く
、
頃
年
以
降
、
在
々
所

々
、
或
は
津
料
関

米
と
称
し
、
或
は
率
分
の
駄
賃
と
称
し
、
租
税
多
く
費
し
、
転
漕
、
煩

い
あ
り
、事
、
旧
章
に
背
く
。
已

に
新
儀
と
し
て
宜
し
く
停
止
に
従
う

べ
し
、
云

々
。
頃
年
以
降
の
文
章
よ
り
始
ま
り
、

終

に
、
已
に
新
儀
の
厳
旨
た
る
に
至
る
。
古
関
停
止
に
非
る
の
条
、
頗
る
以

っ
て
分
明
な
り
。
妥
に
、
兵
庫
関
は
、
天
平
年
中
、
行
基
菩
薩
の
建
立
す
る
所
、
蓋
し
、
是
れ
、
嶋
泊
の
最
初
な

り
。
爾
よ
り
以
降
、
貞
観
明
時

に
は
賢
和
大
徳
、
建
久
聖
代
に
は
重
源
和
尚
、
先
躍
に
任
せ
て
修
築
の
詔
を
含
み
、
将
来
を
竪
み
て
興
隆
の
宣
を
蒙
る
。
抑
も
、

こ
の
三
代
の
上
人
は
、
世
を

挙
げ
て
徳
行
を
仰
ぐ
、
皆
、
権
化
と
謂
う
、
専
ら
当
寺
常
住

の
勧
進
に
補
し
、
土
木
の

功
を

成
す
と

錐
も
、
応
に
当
関
旅
宿

の
知
識
と
し
て
、
屡
、
風
波
の
難
を
退
く
、
而
し
て

〔大
権
慰

葱
〕
累
祖
勤
厚
の
遠
慮
を
翻
し
て
、
遂
に
延
慶
永
代
の
勅
施
に
及
ぶ
。
由
緒
旧
り
て
、
五
百
余
廻
、
御
願
新
た
に
し
て

二
十
余
年
。
寺
家
専
ら
執
申
す
所
の
子
細
、
斯
に
在
り
　
。
何
ぞ
忽
ち

に
違
変
の
御
沙
汰
に
及
ぶ
べ
け
ん
や
。
凡
そ
、

一
年
中
の
出
す
所
を
勘
う
る
に
、
繰
か
に
三
千
余
貫
に
過
ぎ
ざ
る
か
。
然
り
と
錐
も
、
現
物
員
数
は
公
平
を
透
さ
ず
、
万
代
不
巧
の
御
願
を
支

え
、
毎
月
運
送
、
期
限
を
過
ぎ
ず
、
長
時
不
退
の
寺
用
に
叶
う
。
代
所
、
若
し
、
遼
遠

の
境
な
ら
ば
、
定
め
て
済
収
の
煩
あ
ら
ん
か
。
料
所
ま
た
田
園
の
地
た
ら
ば
、
損
失

の
愁
、
量
る
無
か

ら
ん
か
。
御
願
、
こ
れ
に
依

っ
て
退
転
を
招
き
、
興
隆
ま
た
こ
れ
が
た
め
に
閾
如
せ
し
む
る
の
条
、
只
、
天
察
を
仰
ぐ
所
な
り
。

こ

の
項

目
は
延
慶

(花
園

天
皇
御

宇
、

=

二
〇
九
)

年

聞

に
勅

願
十
箇
条

(
そ

の
内
容

は

目
下

の
と

こ
ろ

で
は
不

明
)

を

果

た
す
料

所

と
し

て
兵
庫
嶋

の
舛

米
と

置
石

料

米

(防
波

堤
修
築

の
た
め

の
石

を

用
意

す
る
料
足
)

と

を
東
大

寺
に

知
行

せ

し
め
ら

れ
た

が
、

そ

の
実

収

入
は
皆
無

に
な

っ
た

の
で
、

そ
れ
を

旧

の
如

く
、
寺

家

の
手

に
回
収

し
た

い
と

い
う

こ
と

を
申
出

た
。

勅
答

は
、

兵
庫
嶋

の
年
中
収

入

は
ど

の
位

に
な
る

か
、

そ
の
員
数
を

示
せ
ば

、
代

り

の
所

を
下
附

し
よ

う
、
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

そ

こ
で
東

大
寺

は
、
去

六
月

十

五

日
の
宣

旨

で
、

諸

関

は
す

べ
て
停

止
す

る
と
仰

せ
ら
れ

た
が

、

そ
れ

は
新

関

の

こ
と
で
、
往
年

か
ら

の
関
所

は
停
止

さ
れ

た

の
で
は

な

い
か
ら

、
兵
庫

関

の
関
料

は
ど

う
し

て
も
東
大
寺

に
下

附

さ
れ

た
い
。
年
間

の
収

入
は

三
千
余
貫

に
す

ぎ
な

い
が
、
も

し
代
り

の
所

を
下
附

さ
れ

て
も

、

そ
れ
が
遠

隔

の
土
地

で
あ

っ
た
り

、
ま

た
は
代

地

で
下

さ
る

る
様

で
は

、
寺
家

の
収

入
欠
如

の
も

と

で
あ

る
。
と

反
論

し

て
お
る
。

こ
の
文
中

、
行
基

、
賢
和

、
重
源

の
名

を
出

し
て
、
兵

庫
津

が
寺
領

た
り
し
事

を
主

張
し

て
お

る
が
、

ど
う
も

そ

の
言

い
分
は

弱

い
。

迫
力

が
な

い
。

寺
家

の
申

分

に
絶

対
性

が
見
え

ぬ
。
ど

う
し

た
も

の
で

あ
ろ

う
か
。

一g一

 

七

第
四
項

建
武
中
興
と
社
会
変
革



建
武
中
興
と
社
会
変
革

四
、
伊
賀
國
吏
務
職
者
嘉
暦
年
中
為
當
御
代
之
新
御
願
、
永
可
為
花
厳

三
論
両
宗
三
十
講
料
之
旨
、
被
下
鄭
重
之
給
旨
之
処
、
被
召
放
之
條
、
難
堪
之
由
、
申
之
。

如
、
勅
答
者
、
追
而
可
有
御
沙
汰
云
々

就
之
、

〔
帝
徳
〕
聖
運
重
栄
之
逢
秋
、
四
海
悉
靡

十
善
之
徳
風
、
佛
法
再
興
之
得
折
、
満
寺
弥
挑
八
宗
之
恵
光
歎
之
由
、
相
存
之
処
、
未
承
今
度
盤
惣
之
御
願
、
被

召
先
年
治
定
之
料
所
之
條
、
愁
訴
之
甚
、
何
事
如
之
哉
。

(
こ
の
読
み
本
)

臼
、
伊
賀
の
国
、
吏
務
職
は
、
嘉
暦
年
中
、
当
御
代
の
新
御
願
と
し
て
、
永
く
花
厳
三
論
両
宗
の
三
十
講
料
と
な
す
べ
き
の
旨
、
鄭
重
の
論
旨
を
下
さ
る
る
処
、
召
放
さ
る
る
の
条
、
堪
え
難
き

の
由
、
之
を
申
す
。

勅
答
の
如
く
ん
ば
、
追
て
御
沙
汰
あ
る
べ
し
、
云
々
。

之
に
つ
い
て

〔帝
徳
〕
聖
運
重
栄
の
秋
に
逢
い
、
四
海
悉
く
十
善
の
徳
風
に
靡
か
ん
。
仏
法
再
興
の
折
を
得
、
満
寺
弥
々
八
宗
の
恵
光
を
挑
げ
ん
か
の
由
、
相
存
ず
る
の
所
、
未
だ
今
度
慰
葱

の
御
願
を
承
ら
ず
、
先
年
治
定
の
料
所
を
召
さ
る
る
の
条
、
愁
訴
の
甚
し
き
、
何
事
か
之
に
如
か
ん
や
。

伊
賀

国
司
職
を
嘉
暦
年
中
に
、
新
た
に
今
上
の
新
勅
願
と
し
て
、
永
く
東
大
寺
に
下
さ
れ
し
に
、
今
度
の
新
政
に
よ

っ
て
召
放
さ
れ
た
も

の
だ
か
ら
、
愁
訴
し
た
と
こ

ろ
、

「
追

っ
て
何
分
の
沙
汰
あ
る

べ
し
」

と
の
勅
答

で
あ

っ
た
。
再
び

「
聖
運
重
栄
之
逢
秋
、
四
海
悉
靡

十
善
之
徳
風
」

と
言

っ
た
お
上
手
を
述

べ
て
、
再
吟
味
を
要

求
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
恐
ら
く
何

の
反
応
も
示
さ
れ
ま

い
。
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八

第

五
項

一
、
美
濃
国
茜
部
庄
者
、
初
則
二
品
酒
人
親
王
奉
為

柏
原
聖
霊
並
尊
堂
御
菩
提
、
弘
仁
九
年
三
月
廿
七
日
永
為
春
秋

二
会
、
被
寄
附
寺
家
、
後
又
前
別
當
永
観
律
師
更
興

當
庄
、
為
継
諸
宗
之
法
命
、
所
充
百

・
之
学
侶
也
、
為

一
円
寺
領
之
條
、
天
徳
延
久
天
渠

久
等
、
代

々
喜

・
官
符
等
分
明
之
塵

頃
年
以
来
長
井
入
道
籟

俊
胤
、

自
号
地
頭
、
抑
留
土
貢
之
間
、
去
弘
安
年
中
及
寺
家
訴
訟
之
時
、
地
頭
代
頼
広
、
為
関
東

口
入
請
所
之
由
、
錐
陳
之
、
如
彼
時
関
東
下
知
者
、
不
備
進
御

口
入
証
文
之

間
、
非
信
用
之
限
、
但
、
錐
為
私
請
所
、
過
廿
年
者
、
不
可
有
相
違
之
由
、
近
年
有
其
沙
汰
歎
云
々
。
就
之
案
之
、
非
重
代
相
伝
之
職
、
非
勲
功
勧
賞
之
地
條
、
載
而



分

明

也
。
加

之

、
文
保

以
来
未

進
之

乃
貢

、
所

積
之

員

数

既
及

四
十
万

疋
、

地
頭
之

罪
責

、
無

所

遁

之
間

、
公
心
可
注
進

関
東
之

由
、

触
訴
武

家
之

刻

、
如

正
地

頭
長
井

右
馬
助

高
冬

去
年

五
月
請

文
者

、
茜
部

庄
御
年

貢
者

、
代

官

無
沙
汰

、
併

身
之

緩
怠
候

云

々
。

自
判

承
伏

之
條
、
是

又
嫡

焉
也

、
然
間

武
家

之
罪
科

欲
令

治
定
之

最
中
、

夷
族
忽

弥

、
帝

徳
再

栄
之
間

、
可
被
止

地

頭
職

之
由

、

為
達

累
年
之

愁

訴
、
具

及
先

日
之

奏
達

之
処

、
如

勅

答
者

、
追

而

可
有

御

沙
汰

云

4
。

此
條
如

何
。

罫
為
私

請

所

、
依
経

年
紀

、

不
可
有
相

違
之
由

、
為
武

家
、

雌

及
非

糠
之
沙
汰

、

一
円
聖
断
也
。

今
何

可
及
猶

豫
之

御
沙
汰

哉

、
況
未
進

対

桿
、

正
地
頭
出

承
伏
之

状

、
分

明

之

慮

、
高
冬

幸
當

参
之
上

者

、
速
被
尋

下

一
往
之
子
細

者

、
就
彼
之

散
状

、
為
寺

家
所
訴

申
背

理
致

哉
否

、
為

地

頭
所
構

、
叶
政

道

哉
否

、
忽
被
散

御

不
審
歎
。
然

者

経

急
速

之
御

沙
汰

、
且
被

餅
嚢
祖

之
覚

路
、
且

欲
興
本

寺

之
佛

法

　
。

(読
み
本
)

一
、
美
濃
国
茜
部
庄
は
、
初
め
は
即
ち

二
品
酒
入
親
王
が
柏
原
聖
霊
並
に
尊
堂

の
御
菩
提
の
た
め
に
、
弘
仁
九
年
三
月

二
十
七
日
、
永
く
春
秋
二
会
の
た
め
に
、
寺
家
に
寄

附
せ
ら
れ
、
後
に
ま

た
、
前
別
当
永
観
律
師
更
に
当
庄
を
興
し
、
諸
宗

の
法
命
を
継

が
ん
が
た
め
に
、
百
口
の
学
侶
に
充

つ
る
所
な
り
。

一
円
寺
領
た
る
の
条
、
天
徳
延
久
天
治
永

久
等
代
々
の
宣
旨
官
符
等
、
分

明
の
処
、
頃
年
以
来
、
長
井
入
道

(実
名
を
知

ら
ず
)
俊
胤
、
自
ら
地
頭
と
号
し
、
土
貢
を
抑
留
す
る
の
間
、
去
る
弘
安
中
、
寺
家
訴
訟
に
及
ぶ
時
、
地
頭
代
頼
広
、
関
東

口
入
の
請
所
た
る

の
由
、
こ
れ
を
陳
ず
と
錐
も
、
彼
時
関
東
下
知
の
如
く
ん
ば
、
御
口
入
の
証
文
を
備
進
せ
ざ
る
の
問
、
信
用
の
限
り

に
非
ず
。
但
し
、
私
請
所
た
り
と
錐
も
、
二
十
年
を
過
ぐ
れ
ば
、
相
違
あ

る
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
近
年
そ
の
沙
汰
あ
る
か
、
云
々
。

之
に
就

い
て
之
を
案
ず
る
に
、
重
代
相
伝
の
職
に
も
非
ず
、
勲
功
勧
賞
の
地
に
も
非
ざ
る
条
、
載
せ
て
分
明
な
り
。
し
か
の
み
な
ら

ず
、
文
保
以
来
、
未
進
の
乃
貢
、
積
る
所
の
員
数
、
既
に
四
十

万
疋
に
及
ぶ
、
地
頭
の
罪
責
、
遁
る
る
所
な
き
間
、
惹

い
で
関
東
に
注
進
す
べ
き
の
由
、
武
家
に
触

訴
う
る
の
刻
、
正
地
頭
長

井
右
馬
助
高
冬
去
年
五
月
請
文
の
如
く
ん
ば
、
茜
部
庄
御
年
貢
は
、
代
官
無
沙
汰
、
併
し
て
身
の
緩
怠
に
候
云
々
。
自
判
承
伏

の
条
、
是
ま
た
燗
焉
な
り
。
然
る
間
、
武
家
の
罪
科
、
治
定
せ

し
め
ん
と
欲
す
る
の
最
中
、
夷
族
忽
ち
弥
ゆ
。
帝
徳
再
栄
の
問
、
地
頭
職
を
止
め
ら
る
べ
き
の
由
、
累
年
の
愁
訴

を
達
せ
ん
が
た
め
、
具
さ
に
、
先

日
の
奏
達
に
及
ぶ
の
所
、
勅
答
の
如
く
ん

ぼ
、
追
て
御
沙
汰
有
る
べ
し
云
々
。
此
の
条
、
如
何
。
私
請
所

た
り
と
錐
も
、
年
紀
を
経
る
に
依
り
、
相
違
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
由
、
武
家
と
し
て
、
非
拠
の
沙
汰
に
及
ぶ
と
雛
も
、

一
円
の
聖

断
な
り
。
今
、
何
ぞ
猶
予
の
御
沙
汰
に
及
ぶ
べ
け
ん
や
。
況
ん
や
未
進
対
桿
、
正
地
頭
承
伏
の
状
、
分
明
の
処
、
高
冬
、
幸
に
当
参

の
上
は
、
速
か
に

一
往
の
子
細
を
尋
ね
下
さ
れ
、
彼
の
散

状

に
つ
い
て
、
寺
家
と
し
て
訴
申
す
と
こ
ろ
理
致
に
背
く
や
否
や
、
地
頭
の
構
う
る
所
、
政
道
に
叶
う
や
否
や
。
忽
ち
に
御
不
審
を
散
ぜ
ら
れ
ん
か
。
然
ら
ば
、
急
速

の
御
沙
汰
を
経
て
、
且

つ
う
は
嚢
祖
の
覚
路
を
錺
ら
れ
、
且

つ
う
は
本
寺
の
仏
法
を
興

さ
ん
と
欲
す
突
。

美
濃

国
茜

部

庄
は
寺
領

の
中

で
も
有

力
な

る
土
地

で
あ

っ
た

が
、
地

頭
代
な

る
も

の
が
現

わ
れ

て
支
配

し
初
め

た
。

長
井
頼

広
な

る
も

の
が

、
地
頭

代
か
ら

命

ぜ
ら

れ

た
私
設

の
請

所

(
そ

の
年

そ
の
年

の
吉

凶

に
拘

ら
ず

一
定

の
年
貢

を
納
め

る

こ
と
を
請
負

っ
て
人
)

と
な

っ
た
。

と

こ
ろ

が
、
そ

の
身

分

が
武
士

で
あ

る
か
ら

、
ど

う
し

て
も
関
東

の
裁

断
を
侯

た
な

い
と

、

そ
の
不
法

を
処
分

出

来

な

い
。

然

る

に
実

際

に
お

い
て
、

二
十

年
以

上
私
請

所

の
実

務

を
と

っ
て
お

っ
た

と
す
る

と
、

そ

の
実
績

が

一
つ
の
権

利

と
な

る

の
で
、
今
更

ど
う

に
も
致
方

が
な

い
破

目

に
な

っ
た

。
寺

家

と
し

て
は

、
黙
止

す

べ
き

で
な

い
か

ら
、
文

保
以

来

の
未
進
年

貢

に
四
十
万

疋

に
及

ぶ

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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建
武
中
興
と
社
会
変
革

こ
と
を
、
六
波
羅
に
出
訴
し
た
。
そ
こ

へ
正
地
頭
長
井
右
馬
頭
高
冬
な
る
も

の
が
現
わ
れ
、
元
弘
二
年
五
月
請
文
を
出
し
、
す

べ
て
自
己
の
責
任
で
あ
る
か
ら
と
て
自
判

承
伏
状
を
出
し
た
。

と

こ
ろ
が
中
興
政
府

の
時
代
が
来
た
。
朝
廷
に
出
訴
し
た
ら
、
例

の
通
り
追

て
沙
汰
す

べ
し
、
で
あ

っ
た
が
、
幸
に
し

て
長
井
高
冬
は
勤
皇
軍
の
士
と
し

て
朝
命
を
奉

じ
て
お
る
ら
し
い
か
ら
、
こ
の
際
、
是
非
と
も
に
、
寺
家
の
申
す
と
こ
ろ
が
理
に
背
く
か
、
地
頭
の
構
え
申
す
と
こ
ろ
が
政
道
に
叶
う
か
、
審
理
さ
れ
た
い
ー

と
い
う

申
出
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
声

の
み
大
に
し
て
、
迫
力
あ
る
提
訴
と
は
見
え
ぬ
。

九

第
六
項

】
、
當
寺
造
国
周
務
肥
前
両
国
之
内
、
肥
前
国
者
、
為
遼
遠
堺
之
上
、
依
地
頭
御
家
人
等
濫
妨
、
国
務
如
無
歎
。
周
防
国
者
、
治
承
炎
上
之
時
、
被
寄
十
三
箇
国
、
被
遂

大
佛
殿
等
之
造
功
之
後
、
於
余
国
者
漸
雛
被
召
返
之
、
當
国
者
、
依
為
杣
便
宜
之
国
、
西
塔
食
堂
以
下
未
作
之
地
多
之
上
、
寺
中
大
小
神
社
佛
閣
破
壊
朽
損
不
断
絶
之

間
、
偏
以
當
国
之
力
、
依
加
漸

々
修
治
、
寺
門
之
形
、
猶
如
存
、
若
被
召
放
當
国
、
暫
不
加
修
理
者
、
何
可
全
寺
家
之
甕
哉
之
由
、
申
之
。

如

勅
答
者
、
凡
諸
国
平
均
停
止
永
代
之
国
司
之
間
、
非
独
限
干
周
防
州
、
事
之
子
細
、
追
可
有
沙
汰
。

就
之
、
於
大
和

一
州
吏
務
者
、
興
福
寺
之
管
領
、
自
古
至
今
、
無
依
違
歎
、
両
寺
並
軒

一
円
両
所
之
間
、
親
所
経
耳
目
也
。
然
者
、
何
至
数
代
重
色
之
當
寺
料
国
、
可

及
最
前
没
倒
之
御
沙
汰
哉
、
何
況
當
寺
大
厘
之
構
、
不
相
似
余
寺
、
小
破
之
時
、
不
加
修
治
、
及
大
破
者
、
非

一
朝
之
大
営
者
、
轍
不
可
成
之
。
而
以
當
国
補
小
破
之

間
、
無
眼
前
頽
落
之
佛
閣
、
而
永
被
召
放
此
地
者
、
両
三
年
之
内
、
大
破
可
遮
眼
者
哉
。
債
案
事
情
、
卿
相
雲
客
之
不
知
行
當
國

〔
之
人
〕
更
非

〔
不
可
有
〕
家
門
之

衰
微

〔
当
寺
〕
被
召
上
此
地
者
、
佛
閣
僧
庵
、
忽
及
藍
院
之
破
滅

〔
一
寺
之
衰
微
)
之
條
、
不
可
有
疑
者
哉
。
然
者
、
西
収
以
前
公
心被
返
付
之
、
欲
被
助
寺
門
之
破
滅

　
。

(読
み
本
)

]
、
当
寺
造
国
周
防
肥
前
両
国
の
内
、
肥
前
国
は
、
遼
遠
の
堺
た
る
の
上
、
地
頭
御
家
人
等
の
濫
妨
に
依
り
、
国
務
は
無
き
が
如
き
か
。
周
防
の
国
は
、
治
承
炎
上
の
時
、
十
三
ケ
国
を
寄
せ
ら

れ
、
大
仏
殿
等
の
造
功
を
遂
げ
ら
る
る
の
後
、
余
国
に
お
い
て
は
漸
く
召
返
さ
る
る
と
錐
も
、
当
国
者
、
杣
と
し
て
便
宜
の
国
た
る
に
依
り
、
西
塔
食
堂
以
下
未
作
の
地
、
多
き
の
上
、
寺
中

の
大
小
神
社
仏
閣
の
破
壊
朽
損
、
断
絶
せ
ざ
る
の
間
、
偏
え
に
当
国
の
力
を
以
っ
て
漸
々
の
修
治
を
加
う
る
に
依
り
、
寺
門
の
形
、
猶
を
存
る
が
如
し
。
若
し
当
国
を
召
放
た
れ
、
暫
く
、
修
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理

を
加

え

ざ

れ
ば

、
何

ぞ

寺

家

の
憂

を
全

う
す

べ
け

ん
や

の
由
、

こ

れ
を

申

す
。

勅

答

の
如

く

ん
ぼ

、

凡

そ

諸
国

平
均

に
永

代

の
国
司

を
停

止
す

る

の
間
、

独
り

周
防

州

に
限

る

に
非

ず

、
事

の
子

細

、
追

て
沙

汰

あ

る

べ
し
。

之

に
就

い

て
、

大

和

一
州

の
吏

務

に
お

い

て
は
、

興

福

寺

の
管

領

、

古

よ
り
今

に

至
り

、

依

違
な

き

か
。

両

寺

は
軒

を

並

べ
、

一
円

両

所

の
間

、

親

し
く

耳

目

に
経

る

所

な
り

。

然

ら

ば
、

何

ぞ
数

代

重
色

の
当
寺

料

国

に
至

っ
て
、

最
前

に
没

倒

の
御

沙
汰

に

及

ぶ

べ
き

や
。

何

ぞ
況

ん
や
当

寺

大

慶

の
構

、
余

寺

に
相

以
ず

、

小

破

の
時
、

修

治

を
加

え
ず

大
破

に
及

べ
ば

、

一
朝

の
大

営

に
非

ざ

れ
ば

、

轍

ち

之

を
成

す

べ
か
ら
ず

。

而

し
て

当

国

を
以

っ
て
少

破
を
補

う

の
問

、

眼
前

頽
落

の
仏

閣

な

し
、

而

か

も
、

永

く

此

地

を
召

放

る
れ

ば
、

両

三
年

の
う
ち

、

大

破
、

眼

を

遮

る

べ

き

も

の
か

。
情

か

に
事

の
情

を

案
ず

る

に
、
卿

相

雲

客

の
当
国

を

知
行

せ
ざ

る

〔
の
人
〕

と

て
、

更

に
家
門

の
衰

微

〔
有

る

べ
か

ら
ず

〕

〔
当

寺

〕
此

の
地

を

召
さ

る
れ

ば

、
仏

閣

僧

庵

、

忽

ち

に
藍

院

の
破

滅

に
及

び

〔
一
寺

の
衰
微

〕

の
条

、

疑
あ

る

べ
か

ら
ざ

る

か
。

然

ら
ば

、

西

収

以
前

、

急

ぎ
返

付

せ

ら

れ
、

寺

門

の
破
滅

を

助

け

ら
れ

ん

と
欲

す

奥

。

当
寺

の
造
営
料

所
と
し

て
肥
前
と
周
防

の
国
税
を
宛

て
ら
れ

た
の
で
あ

っ
た
が
、
肥
前

は
遼
遠

の
土
地

と

て
地

頭
御
家

人
に
横
暴

さ
れ

て
、
そ

の
実
績

を
失

っ
た
。
周

防

は
治

承
炎
上

の
と
き
も

、
大
仏
殿
造

功

の
料
と
し

て
寄

進

せ
ら
れ
た
十

三
ケ
国

の

一
で
あ
り
、

そ
の
以

後
も
、
ず

っ
と
当
時
未
作
堂
舎

並
び
に
神
社

仏
閣

の
修
覆
料

と

し

て
、
今

日
ま

で
継
続

し

て
寺
頷

で
あ

っ
た
。
聞
く

が
如

く

ん
ば
、
新
政

に
よ

っ
て
国
司

の
吏
務
を

す

べ
て
召
放

さ
れ

る
と

い
う

こ
と
で
あ

っ
た
か
ら
、
周
防

の
吏
務
も

没

収
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
な

っ
て
は
巨
多

の
寺

社

の
修

理
を
如
何
に
す

べ
き

か
、
と
愁
訴

し
た
。

そ
れ

に
対
す

る
勅
答

は
f

凡
そ
諸

国
す

べ
て
に
亘

っ
て
国
81

の
永
代

補
任

は
停
止

さ
れ

た
の
で
、
周

防

だ
け
を
特
例

と
し

て
残

す

こ
と
は
許

さ
れ
ま

い
。
何
分

の
沙

汰

を
ま

て
、
と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ

に

つ
い
て
寺
家

は
反
駁
し

て
、
諸

国
吏
務

の
永
代
管

領
を
停
止
し

た
と
仰
せ
ら
れ

て
お

る
け
れ
ど

も

、
大
和

一
国

が
興
福
寺
頷

た
る
こ
と
は
、
自
古
至
今

、
少

し

も

変
り
な

い
か
ら

と
て
、

周
防

の
吏
務

を
寺
家

の
手

に
獲

ん
と

て
千
万
言
を
費

し

て
お
る

の
で
あ
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
説

明
し

て
お
く

べ
き

こ
と

が
あ

る
。

そ

れ
は
、
当
時
に
於
け
る
諸

国
領
有

の
姿

に
、

三
様

あ

っ
た

こ
と

で
あ
る
。

の

地

方
国
司
と
し

て
任
命
さ
れ
た
も

の
が
、
そ

の
任
国

の
行

政
経
済

の
事
務

↓
般

を
掌
鞍

す
る
も

の
、

こ
れ
が
本
体

で
あ
る
。

の

あ

る

一
圏
を
選
定

し

て
神
社
寺
院

の
造
営
料

に
充

て
ら
れ

る
も

の
。

こ
の
場
合

は
、
地
方

の
国

が
国
家

に
貢
納
す

べ
き
租

税

の
外

に
、
地
方

税
と
し

て
の
収
穫
も

あ
り

、
そ
れ

に
よ

っ
て
地
方

官

の
俸
禄
等

を
捻
出
し
た

の
で
あ

る
が
、

そ

の
中
か
ら

ー
ー

時

に
は
そ

の
外

に
ー

特

殊
目
的

に
供

す
る
た
め

の
地
方
税
を

課
し

て
、
そ
れ
で

一
定

の
収
穫

稲
を
確
保
す
る

の
で
あ

る
。

そ
れ
を
完
全

に
実

施
す
る

た

め
に
、

そ
の
国
守
を
任
命
す

る
と
き
、
官
吏

を
も

っ
て
せ
ず
し

て
、
寺

家

の
誰

か
を
国
守
に
任
ず
る

の
で
あ
る
。
そ

の
場
合
、
国
守
は
常

に
そ
の
寺

の
僧

侶
か
、

そ
の

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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寺
の
配
下
者
を
も

っ
て
、
任
命
す
る
か
ら
、
国
守
は
永
代
補
任
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
事
実
、
東
大
寺

が
国
守

で
あ
る
。
周
防
国
は
、
そ
う
し
た
特
異
例

の

一
国
で
あ

っ
た
。

日

鎌
倉
幕
府
成
立
と
共
に
置
か
れ
た
守
護
は
、
大
犯

三
ケ
条
と
言
わ
れ
る
軍
事
警
察
権
の

一
部
を
掌
握
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
承
久
合
戦
以
後
に
な
る
と
、
急

に
そ
の
職
能
を
拡
張
し
、
任
命
さ
れ
た

一
国

の
守
護
職
を
子
孫

に
伝
え
る
も
の
が
現
わ
れ
た
の
で
、
そ
の

一
国
を
私
有
地
化
す
る
も

の
が
多
か

っ
た
。

以
上

の
よ
う
な
棄
乱
し
た
地
方
官

の
制
度
を
矯
正
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
、
後
醍
醐
天
皇
中
興
政
治
の
眼
目
で
あ

っ
た
。
す

べ
て
の
地
方
官
は
、
大
宝
令
制

に
則
り

て
、
中
央
政
府
か
ら
官
吏
を
任
命
し
、
任
期
を
定
め
て
、
常
に
交
替
遷
任
せ
し
め
る
こ
と
に
さ
れ
た
。
周
防
の
国
守
も
当
然
、
政
府
か
ら
新
任
さ
れ
、
そ
の
収
入
は
国
家

の
収
入
に
な
る

べ
き
で
あ

っ
た
。

そ
れ
を
東
大
寺
が
反
論
し
て
、
寺
家

の
手
に
収
め

て
お
こ
う
と
し
た
。
大
和
国
が
興
福
寺
領
で
あ
る
か
ら
そ
の
嘉
例

に
よ

っ
て
、
周
防
を
東
大
寺
領
と
し
た
い
、
と
い

う

の
で
あ
る
。

併
し
、
事
実
は
、
大
和
国
が
決
し
て
興
福
寺
領
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
た
だ
、
実
際
上
、
興
福
寺

の
寺
領
が
、
そ
の
国
の

一
円
に
は
偏
在
し
て
お
る
も
の
だ
か

ら
、
頼
朝
で
さ
え
、
大
和
に
は
守
護
を
置
き
得
な
か

っ
た
。
た
め
に
大
和

の

一
国
は
興
福
寺
領
で
あ
る
か
の
観
が
あ

っ
た
。
さ
れ
ば
と
て
、
大
和
国
が
す

べ
て
興
福
寺
領

で
あ
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
を
東
大
寺
は
、
口
実

に
使

っ
て
、
周
防
国
守
を
寺
家
で
握
ろ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

併
し
、
考
え
て
見
て
も
判
る
通
り
、
鎌
倉
時
代

の
末
期

に
、
中
央
政
府

の
勢
力
が
、
地
方

に
及
ん
だ
と
も
思
わ
れ
な
い
し
、
地
方

の
国
守
以
下
地
方
官
が
任
命
さ
れ
た

に
し
て
も
、
そ
の
任
国
に
下
向
し
て
、
国
務
の
実
際
に
携
わ

っ
た
こ
と
も
あ
る
ま

い
か
ら
、
仮
り
に
、
周
防
国
守
を
寺
家
の
手

に
握

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
獲
ら
れ

る
実
収
入
は
殆
ん
ど
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
若
し
仏
舎
修
造
と

い
う
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の

一
国
に
対
し
て
、
造
寺
料
と
も
言
う

べ
き
臨
時
課
税
が
可
能
な

の
で
あ
る
ま
い

か
。
そ
の
点

で
、
東
大
寺
が
周
防
国
を
掌
中
か
ら
放
す
ま

い
と
努
め
る
の
か
も
知
れ
な

い
。

一
〇

第

七
項

一
、
三
箇
津
商

船

目
銭
者

、

食
堂
西
塔
等
之
大
事
不
容
易
之
間
、
定
年
紀
、
被
寄
附
之
畢
。
年
紀
未
満
、
造
功
未
終
、
被
召
放
之
條
、
難
堪
之
由
、
申
之
、
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勅
答
之

趣

、
同
舛

米
勘

申
員
数

者
、

可
被
付
代

所

云

々
。

就

之
、
造

寺
料

国
等
之

力

、
難
及
之

問
、
為

成
大

講
堂
法

花

堂
戒
壇

院
等
並

食
堂

西
塔

之
大
事
。

定
年

紀
申
寄
之

上
者

、
被
許

年
紀

之
所

務

、
被
成
営

作
之

大
功
者

、

専

為
寺
門

可
為

興
隆

、
奉
為

朝
家
可
為

御
祈

、
庄

園
等

之

代
所
者

、

可
為
有
名

無
実

之
條

、
載

f
舛
米

之

段

畢
。

へ読
み
本
)

一
、
三
ケ
津
の
商
船
目
銭
は
、
食
堂
西
塔
等
の
大
事
容
易
な
ら
ざ
る

の
間
、
年
紀
を
定
め
、
寄
付
せ
ら
れ
畢
ぬ
。
年
紀

い
ま
だ
満
た
ず
、
造
功
未
だ
終
ら
ず
、
召
放
た
る
る
の
条
、
堪
え
難
き
の

由
、
之
を
申
す
。

勅
答
の
趣
。
舛
米
と
同
じ
く
、
員
数
を
勘
申
す
れ
ば
、
代
所
を
付
せ
ら
る
べ
し
、
云
々
。

之
に
つ
い
て
、
造
寺
料
国
等

の
力
、
及
び
が
た
き
の
間
、
大
講
堂
法
花
堂
戒
壇
院
等
並
び

に
食
堂
西
塔
の
大
事
を
成
さ
ん
が
た
め
に
、
年
紀
を
定
め
、
印
し
寄
す
る
の
上
は
、
年
紀

の
所
務
を

許
さ
れ
、
営
作
の
大
功
を
成
さ
る
れ
ば
、
専
ら
寺
門

の
た
め
に
興
隆
た
る
べ
く
、
朝
家
の
奉
為

へお
ん
た
め
)
に
御
祈
た
る
べ
し
。
庄
園
等

の
代
所
は
、
有
名
無
実
た
る
べ
き

の
条
、
舛
米
の

段

に
載
せ
畢
ぬ
。

最

後

の
第

七
条

は
、
東

大
芋

の
西
塔
食

堂
等

の
再
建
造

営

料

と
し

て
兵
庫
嶋

以

下
三
箇
津

の
目
銭

を
、

寄

進

さ
れ
た
も

の
で
あ
る

か
ら
、

そ
れ

の
再

ド
附
を
求

め

た
と

こ
ろ

、
勅
答

が
あ

っ
て
、

三
箇
津

の
収

入
員
数

を
明
確

に
知

ら

す
な
ら

ば
、
代

り

の
と

こ
ろ
を
ド
附

し
よ

う
と

い
う

の
で
あ

っ
た
。

し

か
し

、

い
ま
寺

門

の
興

隆
、
朝

家

の
弥
栄

の
た
め

に
、
荘

園

を
ド
附

さ
れ

て
も
有

名
無

実

で
あ

る

か
ら
、

↓.一箇
津
を

ド
附

さ

れ
た

い
と
奉
答

し

た
も

の
で
あ

る
。

一

一

以
上

に
列

挙
し

た
と

こ
ろ

が
寺

訴
条

々
篇
目

の
す

べ
て
で
あ

る

が
、

そ
れ

に
よ

っ
て
推

知
せ
ら

れ
る

こ
と
は

、
後

醍
醐

天
皇

笠
置
行

幸

の
時

に
、
東
大

与

は
天
皇

の
た

め

に
勤

皇

の
兵
士

や
物

資
、を
送

る

べ
き

こ
と
を

承
諾

し
、

そ

の
反
対
給

附
条
件

と

し

て
、
相

当

の

こ
と

を

奏
ヒ

し
た
ら

し

い
。

そ
れ

に

つ
い
て
考

え

さ
さ
れ

る

こ
と
が
あ

る
。

従
来

の
研

究

で
は
、
後

醍
醐

天
皇

は
元
弘

元
年

(
=

ニ
ゴ
ニ

)

八
月

.
一十

四

口
京

都

を

ひ
そ
か

に
川

御

、
俄

か

に
東

大
鉦

に
行
彰

に
な

っ
た
が
、
東

大
寺

が
好
意

を
見

せ

な

い
の
で
、

二
十

六

日

に
鷲
峰

山
金

胎
与

に
遷
ら

れ
、
翌

日
ま

た
金

胎
芋

を
去

っ
て
、
笠
置

山

に
登
ら

れ

た

の
で
あ

っ
た
が
、

そ

の
と
き

の
東
大
寺

は

、
東
南

院

の
住

職

が
北
条

氏

の
縁
故

者

で
あ

っ
た

た
め

に
、
与

内
衆

議

一
致

せ
ず

し

て
、
天
皇
を

充
分

に

迎
え
な

か

っ
た

の

で
、

や
む
な

く
笠
置
行

幸

に
な

っ
た

の
で
あ

る

か
に
説
か

れ

建
武
中
興
と
社
会
変
革
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て
お

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
だ
が
、
そ
の
と
き
の
衆
議
不

一
致
と
い
う
こ
と
の
内
容
に

つ
い
て
は
、

一
言
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
引
用
し
た
元
弘

三
年
八
月
日
の
寺
訴
条

々
次
第
に
よ

っ
て
み
る
と
、
特
に
寺
領
並
び
に
寺
の
経
済
事
情
を
、
好
転
せ
し
め
よ
う
と
す
る
宿
願
を
、
こ
の
際
に
と
ば
か
り
に
、
持
ち
出
し
て

来

た
こ
と
に
、
根
諦
が
あ

っ
た
ら
し

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

寺
家

の
要
求
を
耳
に
し
た
天
皇
は
、
そ
の
後
の
隠
岐
に
潜
行
さ
れ
て
お
ら
れ
た
元
弘
三
年
二
月

二
十
四
日
ま

で
の

一
ケ
年
余
り
の
歳
月
に
、
深
く
考
慮
を
巡
ら
さ
れ
、

六
月
五
日
還
御
、
直
ち
に
新
政
を
行
わ
れ
、

一
切
の
荘
園
制
を
廃
止
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
す

べ
て
の
過
去

の
権
利
義
務
を
更
新
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ

で
東
大
寺
は
周
章
、
嘗

て
の
要
求
を
新
政
府
に
申
告
し
、
追

て
何
分

の
沙
汰
を
す
る
か
ら
、
と
返
答
さ
れ
る
と
、
執
拗
に
も
、
再
び
、
奏
上
し
た
の
が
、

こ
の
文

書

で
あ

っ
た
。

そ
れ
を
通
観
す
る
と
、
寺
領
再
確
保

に
如
何

に
心
を
悩
ま

し
、
そ
の
不
安

に
、
動
揺
し
た
か
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
旧
株
墨
守
と
い
う
こ
と
は
、
新
政
府

の
政

策
と
は
、
完
全

に
次
元
の
違

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

新
政
の
狙

い
は
、

一
切
の
土
地
を
国
家
の
支
配
下
に
結
集
し
、
地
方
官
-

特

に
国
守
以
下
は
、
中
央
よ
り
官
吏
を
任
命
し
、
そ
れ
ら
国
司
を
し
て
人
民
を
支
配
せ
し

め
、
天
皇
親
政
の
政
休
を
出
現
し
よ
う
と
す
る

一
大
変
革

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
組
織

の
大
革
新
で
あ
る
。

東
大
寺
i

を
初
め
と
し
て
す
べ
て
の
神
社
寺
院
や
権
門
勢
家

の
如
き
旧
地
主

(資
本
家
)
は
、
押
し
潰
さ
れ
て
し
ま
う
べ
き
政
策

で
あ

っ
た
。

短
言
す
れ
ば
、
米
経
済
を
捨
て
て
貨
幣
経
済
の
社
会
を
実
現
せ
し
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
れ

で
は
旧
地
主
が
新
政
を
謳
歌
す
る
は
ず
は
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
武
士
を
中
心
と
す
る
封
建
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
運
命

で
あ
る
。
新
政
は
地
方
国
司
を
任
命
す
る

一
種

の
郡
県
政
治

で
あ
り
、
中
央
集
権
文
官
政
治

で
あ

る
。
地
主
た
り
し
神
社
寺
院
皇
親
権
門
等
の
土
地
支
配
権
や
収
税
権
は
停
止
せ
ら
れ
、
官
僚
の
法
律
に
よ
る
政
治
組
織
に
収
容
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

東
大
寺
の
寺
訴
条
々
次
第
に
対
す
る
新
政
府

の
勅
答
が
、
実

に
冷
淡

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

一
面
か
ら
み
れ
ば
、
寺
家

の
奏
上
を
、
表
面
か
ら

冷
た
く
却
け
る
わ
け
に
も
行
く
ま
い
し
、
そ
れ
だ
け
の
実
力
も
ま
だ
新
政
府
に
は
な
い
か
ら
、
追
て
沙
汰
あ
る
べ
し
、
と
言

っ
て
、
そ
の
裁
許
を
遷
延
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
ま
た
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
寺
家

の
要
求
を
容
れ

て
や
る
た
め
の
引
延
ば
し
策
か
、
寺
家

の
申
状
が
、
問
題
に
も
な
ら
ぬ
違

っ
た
方
向

の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
相
手
に
な
ら
ぬ
と
思
う
排
除
的
の
も

の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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建
武
中
興

が

「
公
家

一
統
」

の
政
治
実
現
に
あ

っ
た
と
、
太
平
記
以
下
が
言

っ
て
お
る
が
、
そ
の
公
家
と
は
、

「
天
皇
」

と
同
意
で
あ
る
こ
と
を
、
幾
多

の
史
料
か
ら
'

証
明
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

然
ら
ば
公
家

一
統
の
政
治
と
は
、

一
君
万
民
の
政
治
で
あ

っ
て
、
天
皇
と
国
民
と
の
間

に
権
門
勢
家
神
社
寺
院

の
み
な
ら
ず
武
士
と
言

っ
た
、
中
間
階
級
の
存
在
を
拒

否
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
前

に
し

て
は
大
化
改
新
、

こ
れ
を
後
に
し

て
明
治
維
新
と
、
相
並
ぶ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
旧
勢
力
の
す

べ
て
が
否
定
せ
ら
れ
、
沈
下
す
べ
き
政
策
で
あ
る
。

果
し
て
か
か
る
変
革
が
、
易

々
と
し

て
実

現
出
来
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

折
角
の
天
皇
の
宏
案
は
、
堅
い
大
き
な
強

い
壁
に
、
突
き
当
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

元
弘
建
武
中
興
政
治

の
前
途
は
暗

い
。

嘗

て
後

三
条
天
皇
が
記
録
荘
園
券
契
所
を
新
設
せ
ら
れ
た
時

の
こ
と
を
、
想
起
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
不
吉
な
言
葉
だ
が
、
歴
史
は
繰
返
す
か
も
知
れ
な
い
。

一
二

史
料

の
関
係
上
、
東
大
寺

一
ケ
寺
の
事
件

の
よ
う
に
記
録
し
た
が
、
こ
れ
は
当
時

の

一
斑
に
す
ぎ
な

い
。

こ
の

一
斑
は
こ
れ
を
全
豹

に
及
ぼ
し
て
、
大
過
は
あ

る
ま

い

と
信
ず
る
。
敢
て

一
史
料
か
ら
全
般
に
及
ぼ
し
て
論
及
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

史
料
を
生
か
し
、
動
か
し
、
働
か
せ
て
見
た
の
で
あ
る
。
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